
1．はじめに

印刷は，非常に広範囲に使用されている情報伝達および加飾
手段であり，媒体は，紙をはじめ，プラスチック，セラミック
スなど多岐にわたる。本稿では，“曲面への加飾印刷”，とくに，
“プラスチック曲面形状品への加飾印刷”について解説する。
プラスチックは，賦形性に優れ，曲面形状品として使用され
ることが多い。したがって，プラスチックへの印刷は曲面形状
品に印刷できることが重要である。
プラスチックへの印刷は，もともとは，プラスチックに直接
印刷するのが主であったが，1980，1990年代の自動車の大量
産時代に，形状対応，量産対応のために，一端，フィルムなど
に印刷し，印刷フィルムを用いて間接的に，プラスチック曲面
形状品に印刷する技術が開発され，間接印刷に大きくシフトし
てきた。
方法としては，プラスチックの成形と同時に成形品にフィル
ムを貼合するあるいは，意匠面のみを転写するインモールド成
形（IM－D），および，プラスチック成形品に後から印刷フィ
ルムを貼合，転写するアウトモールド成形（OMD）がある。
一方で，近年の直接印刷法の進化，少量多品種生産対応性等
の観点から，直接印刷に戻るケースも出てきている。
全般的には，一定範囲までの曲面形状品では直接印刷が用い
られ，一定範囲を超える曲面形状品では，間接印刷が使用され
ることが多い。

2．直接印刷によるプラスチック曲面形状品への加飾印刷

プラスチックへの印刷方法としては，紙への印刷と同様に，
グラビア印刷，凸版印刷，フレキソ印刷，平板印刷，シルク印
刷が用いられる。また，スクリーン印刷の特徴である厚膜，大
面積，ベタ印刷の特徴を活かしながら，欠点である微細印刷を
可能にするスクリーンオフセット印刷（SAT SYSTEM）がミ
ノグループ1）で開発され使用されている（図省略）。
平面以外の面（曲面）への印刷法として，パッド印刷，㈱秀

峰の（三次元）局面印刷，インクジェット印刷，その他の方法
がある。
2.1　パッド印刷（タンポ印刷）
パッド印刷の工程と装置，印刷例は，図-1に示すとおりで，

凹版を使用して版上のインキをシリコンパッドに一次転写し，
被印刷物に二次転写を行うオフセット印刷の一種である。
弾力のあるシリコンパッドで印刷するため，平面ばかりでな

く多少の曲面や凹凸面にも印刷が可能である2）。
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【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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要　　　　旨

曲面への加飾印刷，とくに，プラスチック曲面形状品への加飾印刷について解説する。平面ないしは，形状が一定範囲内の曲面に
は，パッド印刷，インクジェット直接印刷などが使用されるが，一定範囲を超える曲面には，あらかじめフィルムなどに印刷し，そ
の印刷フィルムを，インモールドまたはアウトモールドで貼合，転写することで間接的に印刷する間接印刷が用いられる。
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